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画像 AI 技術を活用した新たな「うつ病診断薬」の共同開発に関するお知らせ 

～ AI が切り拓くうつ病診断の未来、医療イノベーションを加速 ～ 
 
 

 当社は、当社及び当社子会社の株式会社総合医科学研究所（以下「総合医科学研究所」）が学校法人慈

恵大学（東京都港区）との間で締結した共同研究契約における共同研究の一環として、カーブジェン株

式会社（本社：東京都渋谷区、代表取締役：中島正和、以下「カーブジェン」）を研究協力者として、AI

技術を活用した医療分野のイノベーションを加速させるための共同開発（以下「本共同開発」）を開始し

ましたので、お知らせいたします。 

記 

 

１．共同開発の概要 

 当社は、「医科学の研究成果を事業化し、人々の健康で安全な生活の実現に寄与する」ことを理念に

掲げ、主として健康食品や機能性食品の開発及び販売を行う事業、試験受託事業、そして健康経営支

援サービスを提供することにより、企業や社会全体のウェルビーイング向上に貢献することを目指し

ています。 

 

 本共同開発は、東京慈恵会医科大学（東京都港区）産学連携講座「疲労医学講座」 近藤一博教授

が発見し、当社と近藤一博教授の共同設立会社である株式会社ウイルス医科学研究所（以下「ウイル

ス医科学研究所」）が特許を取得している『うつ病のバイオマーカー：SITH-1 抗体』の診断を自動化

する AI システムの開発です。厚生労働省よりプログラム医療機器（SaMD）の承認取得の実績を有す

るカーブジェンが独自開発した画像 AI 解析技術を応用することにより、迅速かつ正確な診断を可能に

します。 

 

今回活用される『うつ病のバイオマーカー：SITH-1 抗体』は、メンデル遺伝を覆す新たな遺伝メカ

ニズムの発見であり、うつ病になりやすい体質が遺伝する仕組みを世界で初めて解明された技術を応

用したものです。従来の問診による主観的評価に依存していたうつ病診断に対し、客観的なバイオマ

ーカーを提供する可能性を持つ点で注目されています。 

このマーカーは、うつ病患者で高い陽性率を示し、その数値を測定することで、より正確な病態の

把握および発症予測に利用できることが期待されています。既存の神経画像マーカーや遺伝子・エピ

ジェネティクス系のバイオマーカーとは異なる新たなアプローチであり、AI 技術と組み合わせること

で、より迅速かつ精度の高い診断の実現に貢献することが期待されます。 

 

２．共同開発の目的と期待効果 

 当社グループの強みであるバイオマーカー技術に基づくエビデンス、カーブジェンの有する独自の

画像 AI 解析技術を活かし、うつ病に関する信頼性の高い診断を実現することを目的としています。 
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当社グループであるウイルス医科学研究所は近藤一博教授とともに、特定のバイオマーカーを発見

し、その診断法に関する特許を取得しています。この診断技術のさらなる自動化・高度化を目指すた

めには、AI 技術の活用が不可欠となっています。 

うつ病は、世界的に深刻な社会課題となっており、早期診断・早期治療の重要性がますます高まっ

ています。本共同開発によって、以下のような社会的・経済的な効果が期待されます。 

 

・医療コストの抑制： 健康保険制度や国の医療費負担の軽減 

・企業への貢献： 従業員の早期診断・早期治療を可能にし、離職率の低下や生産性向上を実現 

・経済的損失の最小化： メンタルヘルス問題に起因する社会的・経済的損失の低減 

 

本共同開発を通じて、医療分野における AI 技術の革新を推進し、より多くの人々に適切な診断・治

療を届けることを目指します。 

 

３．今後の見通し 

 当社グループにおける事業領域である「ヘルスケア・サービス」において、本共同開発における技術

の活用を視野に入れ、さらなる事業展開を推進し、具体的には、健康保険組合への予防・早期診断のサ

ポートや、健康診断や福利厚生プログラムへの導入などが期待されますが、当期（2025 年 6 月期）の業

績への影響は軽微であると見込んでおります。 

今後、公表すべき事項が生じた場合には、速やかにお知らせいたします。 

 

以 上 


